








5.結語:難治性小児ネ群例の組織像の特徴と,パルス療法併用あるいは非併用のカクテル療

法施行後の予後を検討した。これらの治療法は;controlled study ではないが,いずれも

有効と考えられた。しかし,パルス療法の適用基準については今後さらに検討が必要である。 


